
少
人
数
を
逆
手
に

日
本
農
業
新
聞
元
日
号

に
「
地
域
に
根
差
す
小
規

、
模
校
〝
草
の
根
〟
で
守
る

少
人
数
を
逆
手
に
」
の

記
事
が
大
き
く
載
り
、
注

目
さ
れ
ま
す
（

。

写
真
）

岐
阜
県
山
県
市
や
和
歌

や

ま

が

た

し

山
県
高
野
町
、
広
島
県

こ

う

や

ち

よ
う

三
次
市
、
高
知
県
の
県
立

み

よ

し

し

中
村
高
校
西
土
佐
分
校

（
四
万
十
市
）
の
取
り
組

し

ま

ん

と

し

み
が
紹
介
さ
れ
、
過
疎
化

が
進
む
中
で
も
小
規
模
校

を
残
し
て
地
域
の
活
性
化

を
図
り
、
成
功
し
て
い
る

事
例
で
す
。

協
調
性
も
自
主
性
も

北
海
道
教
育
大
学
の
玉

井
康
之
教
授
は
「
小
規
模

、

校
は
『
ク
ラ
ス
替
え
が
で

き
な
い
の
で
人
間
関
係
が

固
定
化
す
る
』
と
も
い
わ

れ
ま
す
が
、
実
は
子
ど
も

の
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る、

ほ
ど
小
グ
ル
ー
プ
化
し
て

特
定
の
子
ど
も
と
だ
け
付。

き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す

逆
に
、
農
村
の
小
規
模

校
で
は
、
少
な
い
人
数
で

多
世
代
と
濃
密
な
人
間
関

係
で
生
活
し
ま
す
。

各
自
の
役
割
を
与
え
ら

れ
、
協
調
性
も
自
主
性
も

育
ま
れ
ま
す
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

同
大
学
の
『
未
来
の
教

育
を
想
像
す
る

へ
き
地

・
小
規
模
校
の
教
育
力
』。

に
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す

同
書
は
小
規
模
校
の
教

育
実
践
を
ま
と
め
た
も
の

で
「
個
別
最
適
な
学
び
と

、
協
働
的
学
び
」
を
始
め
と

し
た
現
代
的
な
教
育
施
策

が
、
小
規
模
校
に
お
い
て

こ
そ
進
め
や
す
い
条
件
が

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
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（月２００円程度）
12月 31人 31,710円
11月 33人 23,240円

へ
き
地
・
小
規
模
校
の
教
育
力

藤
島
地
域
は
重
大
な
分
か
れ
道

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

八
栄
島
村
の
お
こ
り

年
の
始
め
に
あ
た
り
、

八
栄
島
村
の
お
こ
り
に
つ

い
て
書
い
て
み
た
い
。

八
栄
島
地
区
は
庄
内
平

野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し

て
い
る
。

今
野
川
と
荒
川
が
合
流

し
て
藤
島
川
と
な
り
、
藤

島
元
町
を
貫
流
し
、
豊
栄、

集
落
の
南
に
土
砂
を
運
び

高
台
を
つ
く
り
、
砂
質
壌。

土
で
畑
作
に
適
し
て
い
る

一
方
、
祓
川
を
源
流
と

し
た
京
田
川
が
小
中
島
集

落
の
東
北
を
流
れ
、
肥
沃

な
土
地
で
壌
土
系
の
地
質

は
稲
作
に
適
し
、
農
業
生

産
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ

る
。八

栄
島
地
区
と
長
沼
地

区
は
、
こ
の
藤
島
川
と
京

田
川
に
Ｙ
字
型
に
挟
ま
れ

た
緑
の
大
地
で
あ
る
。

藤
島
川
と
京
田
川
は
庄

内
町
落
合
で
、
地
名
の
通

り
落
ち
合
う
（
合
流
。）

昨
年
７
月

日
の
記
録

25

的
な
大
雨
で
、
三
和
集
落

を
始
め
、
河
川
の
越
水
で

海
の
よ
う
に
囲
ま
れ
た
所

が
多
数
出
た
。

藩
政
時
代
は
、
八
色
木

村
は
松
山
領
で
、
落
野
目

村
（
豊
栄
）
と
小
中
島
は

庄
内
領
で
あ
っ
た
。

明
治

（
１
８
７
７
）

10

年
９
月
、
落
野
目
村
を
豊

。

、

栄
村
と
改
め
た
こ
れ
は

同
じ
郡
内
の
新
堀
村
（
酒

田
市
）
に
落
野
目
村
が
あ

っ
た
の
で
改
名
し
た
。

豊
栄
村
は
、
豪
農
日
向

（

）

三
右
衛
門
貴
族
院
議
員

が
酒
井
藩
と
親
交
が
あ
っ

た
縁
で
、
豊
か
に
栄
え
る

と
言
う
め
で
た
い
村
名
を

戴
い
た
。

豊
栄
集
落
公
民
館
に
、

明
治
５
年
８
月

日
向
君

届
題

三
州
長
筆
に
よ
る

「
豊
栄
館
」
の
扁
額
が
あ

る
。明

治

（
１
８
８
８
）

21

年
に
市
制
・
町
村
制
が
発

布
さ
れ
、
合
併
の
自
治
体

は
戸
数
３
０
０
戸
以
上
を

有
す
る
と
さ
れ
、
特
別
の

事
情
が
な
い
限
り
変
更
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
八
色
木

・
豊
栄
・
小
中
島
３
ケ
村

は
２
０
２
人
連
盟
の
新

、

「

村
造
成
願
」
の
嘆
願
書
が

県
に
提
出
さ
れ
た
。

当
時
の
新
村
計
画
は
、

、

、

、

長
沼
小
中
島
八
色
木

豊
栄
の
４
ヶ
村
連
合
を
分

割
し
、
小
中
島
を
藤
島
村

に
、
八
色
木
村
と
豊
栄
村

の
２
ヶ
村
を
長
沼
村
に
連

結
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。

嘆
願
書
で
は
、
八
色
木

村
は
小
中
島
村
と
豊
栄
村

の
間
に
あ
り
、
小
中
島
と

は
距
離
わ
ず
か
４
丁
、
豊

栄
へ
は
１
丁
に
満
た
ず
、

３
村
を
合
併
し
て
一
つ
の

自
治
体
に
な
る
こ
と
を
欲

す
る
と
の
趣
旨
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

明
治

（
１
８
８
９
）

22

年
４
月
１
日
、
藤
島
、
渡

前
、
東
栄
、
八
栄
島
、
長

沼
の
各
村
が
発
足
し
た
。。

八
栄
島
村
の
誕
生
で
あ
る

日本農業新聞2025年1月1日付「地域に根差す小規模校」

『未来の教育を創造する へ
き地･小規模校の教育力』北海
道教育大学へき地・小規模校
教育研究センター監修（学事
出版2024.03.31）

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
は

月

日
、
定
例
教
育
委
員

12

18

会
を
開
き
、
藤
島
地
域
に
義
務
教
育
学
校
の
設
置
を
決

め
ま
し
た
。

藤
島
小
、
東
栄
小
、
渡
前
小
と
藤
島
中
を
統
合
し
、

小
中
一
貫
校
と
す
る
も
の
で
す
。

人
口
減
少
・
少
子
化
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
中
、
全

国
的
に
は
学
校
統
廃
合
を
進
め
る
と
こ
ろ
と
、
逆
に
小

規
模
だ
か
ら
こ
そ
の
充
実
し
た
教
育
が
で
き
る
と
す
る

地
域
に
、
分
か
れ
て
き
て
い
ま
す
。

藤
島
地
域
は
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。



鶴
岡
市
は
平
成

（
２

26

０
１
４
）
年

月
か
ら
学

4

校
統
廃
合
を
進
め
、

の
14

小
学
校
を
廃
校
に
し
ま
し

た
。

年
が
経
過
し
、
そ
の

10
結
果
、
平
成
大
合
併
時
の

２
０
０
５
年

月
末
と

10

24

年

月
末
の
人
口
を
較
べ

10
る
と
、
廃
校
に
な
っ
た
地

区
の
人
口
が
大
幅
に
減
っ

た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

小
堅
と
加
茂
地
区

減
少
率
で
大
き
い
の
が

小
堅
地
区
と
加
茂
地
区
で

％
台
と
な
り
、
旧
町
村

43の
朝
日
、
温
海
地
域
の
40

％
前
後
か
ら
も
大
き
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

櫛
引
地
域
は
学
校
統
廃

合
が
な
く
、
旧
町
村
で
も

減
少
率
は

％
台
で
、
全

23

市
平
均
の

％
弱
に
近
く

19

な
っ
て
い
ま
す
。

廃
校
に
な
れ
ば
通
学
が

不
便
に
な
り
、
子
育
て
世

代
は
便
利
な
と
こ
ろ
に
移

り
ま
す
。

学
校
が
な
く
な
れ
ば
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
失
わ
れ
、

地
域
経
済
も
農
業
も
維
持、

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り

住
民
は
そ
の
地
域
に
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

乾
田
と
湿
田
の
違
い
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
簡
単
に

説
明
す
る
と
、
人
工
的
に

水
を
抜
い
て
、
地
面
を
乾

燥
状
態
に
で
き
る
の
が
乾

田
、
抜
く
こ
と
が
で
き
ず

常
に
地
面
が
湿
っ
た
状
態。

に
あ
る
の
が
湿
田
で
あ
る

日
本
で
は
稲
作
が
始
ま

っ
た
弥
生
時
代
以
来
、
明

治
中
頃
ま
で
殆
ど
湿
田
で

臨
時
国
会
終
わ
っ
て

過
半
数
割
れ
し
た
自
公

政
権
は
、
１
０
３
万
円
の、

壁
を

万
円
動
か
す
事
で

20

野
党
の
一
部
か
ら
賛
成
を、

貰
っ
て
補
正
予
算
を
通
し

に
こ
に
こ
顔
で
臨
時
国
会

を
終
え
た
。

▲
論
戦
で
気
に
な
っ
た
の

が
、
過
半
数
割
れ
し
た
原、

因
の
裏
金
問
題
に
つ
い
て

国
民
の
疑
問
に
応
え
る
気

の
な
い
首
相
の
態
度
。
加

え
て
「
総
裁
選
で
掲
げ
た

、

公
約
を
首
相
に
な
っ
た
か

ら
と
言
っ
て
、
実
施
す
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
答
弁
。
首
相

大

き
な
顔
に

舌
何
枚

は
他
紙
へ
俺
の
川
柳
だ

▲
こ
れ
も
一
部
野
党
の
協

力
が
見
込
め
る
安
心
感
の

表
れ
だ
っ
た
の
か
。
そ
し

て
、
来
年
度
の
予
算
案
を

。

、

閣
議
決
定
し
た
そ
れ
は

１
１
５
兆
円
を
超
え
る
過

去
最
大
の
物
な
ん
だ
と
。

万
円
減
税
に
な
る
が
税

20収
が
大
幅
に
伸
び
る
か
ら

な
ん
だ
と
か
。
そ
れ
で
、

あ
っ
た
。

湿
田
は
作
業
が
重
労
働

で
収
量
も
少
な
い
。

政
府
は
文
明
開
化
の
も

と
勧
業
政
索
を
進
め
、
農。

業
改
良
に
も
力
を
い
れ
た

稲
作
に
は
「
中
干
し
」

と
い
う
作
業
が
あ
る
。
夏

の
暑
い
時
期
に
田
の
水
を

完
全
に
抜
い
て
、
地
面
に

ヒ
ビ
が
入
る
く
ら
い
に
乾

か
す
作
業
で
あ
る
。
こ
れ

を
行
う
こ
と
で
根
張
り
の

良
い
強
い
稲
に
な
り
収
量

が
増
え
る
。

ま
た
、
乾
田
の
土
は
透

水
性
が
よ
く
、
酸
素
が
よ

く
供
給
さ
れ
る
の
で
、
堆

肥
が
多
く
施
さ
れ
て
も
有

機
質
の
異
常
還
元
が
お
こ

ら
ず
、
水
稲
の
根
に
障
害

を
与
え
な
い
の
で
生
育
が

良
く
、
高
い
収
量
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
肥
料
を
撒
い
て

か
ら
田
起
こ
し
す
る
と
、

肥
料
を
ま
ん
べ
ん
な
く
混

ぜ
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

稲
の
切
り
株
や
刈
り
草
、

東
田
川
史
跡
物
語

改
め
て
何
故
乾
田
か青

山

崇

新
規
の
国
債
の
発
行
は
去

年
よ
り
６
兆
８
千
億
円
不

足
な
ん
だ
と
い
う
。
し
か

し
、
防
衛
費
と
称
す
る
軍

事
費
は
、
初
め
て
８
兆
円

を
超
え
た
と
。
全
体
の
７

％
程
と
大
き
い
。

▲
こ
れ
に
割
を
食
う
の
が

福
祉
だ
。
年
金
は
マ
ク
ロ

ス
ラ
イ
ド
で
物
価
に
追
い

つ
か
な
い
１
・
９
％
ア
ッ

プ
で
苦
し
い
生
活
を
強
い

ら
れ
る
。
高
額
療
養
費
制

度
は
、
自
己
負
担
上
限
額

を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

と
。
俺
達
高
齢
者
は
、
年。

金
と
医
療
費
が
関
心
事
だ

▲
１
２
３
万
円
に
し
た
事

に
よ
る
税
収
が
減
る
こ
と

に
つ
い
て
国
は
心
配
し
て

い
な
い
し
、
県
知
事
た
ち

が
大
き
な
声
を
上
げ
て
い

た
か
ら
か
、
ど
う
や
ら
地

方
税
は
１
２
３
万
円
を
使

わ
ず
１
０
３
万
円
を
使
う

み
た
い
。
と
い
う
事
は
、

地
方
税
に
つ
い
て
は

万
20

円
分
、
２
万
円
が
減
税
に

な
ら
な
い
と
い
う
事
だ
。

こ
れ
を
補
正
予
算
に
賛
成

し
た
一
部
野
党
は
良
と
す

る
わ
け
？
（
石
川
）

レ
ン
ゲ
な
ど
の
有
機
物
を

鋤
き
込
む
と
、
微
生
物
や

ミ
ミ
ズ
な
ど
が
分
解
し
て

く
れ
、
養
分
を
作
り
出
し。

肥
料
を
充
分
供
給
で
き
る

諸
作
業
の
中
心
で
あ
る

田
起
し
・
代
掻
き
を
、
馬

を
使
っ
て
す
る
の
が
乾
田

馬
耕
で
あ
る
。

（
鍬
で
の
田
起
し
）

小学校が廃校になった地区の人口の変化
2005年10月合併時と2024年10月末の人口比較

2005年 2024年 増　減

廃校名 廃校時期 地区 10月末 10月末 人数 ％

湯田川小 2014年3月 湯田川 1,277 893 △384 △30.07%

栄小 2018年3月 栄 1,114 830 △284 △25.49%

田川小 2014年3月 田川 1,079 695 △384 △35.59%

由良小 2015年3月 由良 1,316 859 △457 △34.73%

小堅小 2015年3月 小堅 1,091 618 △473 △43.35%

加茂小 2017年3月 加茂 1,550 874 △676 △43.61%

長沼小 2018年3月 藤島地域 11,968 9,058 △2,910 △24.31%

羽黒四小 2016年3月
羽黒地域 9,590 7,250 △2,340 △24.40%

羽黒一小 2018年3月

廃校なし 櫛引地域 8,377 6,411 △1,966 △23.47%

朝日大泉小 2014年3月
朝日地域 5,531 3,322 △2,209 △39.94%

大網小 2016年3月

五十川小 2016年3月

温海地域 10,109 6,006 △4,103 △40.59%福栄小 2016年3月

山戸小 2016年3月

全市　計 143,984 117,042△26,942 △18.71%

※住民基本台帳から

廃
校
に
な
っ
た
地
区
は

人
口
が
大
幅
に
減
る


